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東洋製罐グループホールディングス株式会社

持続可能な社会の実現を目指す東洋製罐グループ

消費者の生活に身近なパッケージや容器を、100年以上にわたり提供してきた東洋製罐グループ。飲料容器、包装資材、
ガラス容器、紙容器、容器用キャップ、高圧充填（エアゾール）といった商品の製造や、容器製造設備の設計・販売を中心
に事業を展開する世界有数の総合容器メーカーだ。

2021年には、社会や地球環境について長期的な視点で考えた「長期経営ビジョン 2050『未来をつつむ』」を策定し、そ
の中で「地球環境に負荷を与えずに、人々の幸せなくらしがずっと未来へ受け継がれる社会の実現」を目指すことを明らかに
した。「中期経営計画 2025」では「環境負荷低減と情報の開示」を主要施策の 1つとしており、脱プラスチックに寄与する
新たな紙容器製品の開発や軽量化、バイオマス原料化などに取り組んでいる。
持続可能な社会の実現に向けては、これまで培ってきた技術力や開発力の活用に加えて、オープンイノベーションや IoTの
活用、デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進も欠かせない。
デジタル技術の活用は環境負荷の低減、企業の成長を支える経営基盤の強化という観点からも重要だ。グループ全体の経
営戦略や経営管理、技術開発などを担う東洋製罐グループホールディングスは、IoT・ロボット推進室を設置してDXの取り
組みを進めてきた。

デジタル化を「点」から「線」へ進める重要性

東洋製罐グループは、メーカーに共通するある悩みを抱えていた。東洋製罐グルー
プホールディングス IoT・ロボット推進室 データドリブンチームコーディネーター ジェ
ネラルマネージャーの菊地 隆之 氏は、次のように明かす。
「日本を含むアジア圏では、匠の存在を前提とした技術力と、設備で高品質・高効率
の生産を実現してきました。しかし、今後はさらなる製造能率の向上が求められるとと
もに、雇用問題や技術伝承といった懸念も残ります。製造能率をいかにして高めるか
が問われるなか、人材確保も悩ましい状況です」
同グループではこうした課題認識のもと、製造ノウハウを形式化し、データによる生
産活動の効率化・匠フリーの自動化が必要だと考え、「DXを推進するにはシステムの
内製化しかない！」という信念からデジタル変革の検討を進めた。
「これまでは開発者視点における部分最適かつ基幹系システムを中心とした取り組み
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人々の暮らしに欠かせない容器包装のリーディングカンパニーとして、国内外 95社で事業を展開する東洋製罐グルー
プホールディングスは、持続可能な社会の実現と経営基盤の強化に資するデジタル技術の活用を推進している。同社は、
製造・生産に関するデータを一元管理可能とするソリューションシステムを内製。そのシステムアッセンブリーと運用
管理をコアネットインタナショナルが担い、デル・テクノロジーズは堅牢で高性能な HCIを提供している。3社のコラ
ボレーションによって、「匠」への過度な依存を軽減した生産現場を支援する自律的な設備の構築に成功した。
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でしたが、全体最適を目論んだ生産管理系システムとは完全にリンクしていない上、デジタル化の恩恵は現場まで届いていま
せんでした。DXの段階まで進むには、まず『点』のデジタイゼーションから『線』のデジタライゼーションへと移行しなけれ
ばなりません」
これを実行する上で欠かせないのが現場の視点である。そこから、デジタル技術を用いた生産性の改善や、属人化された

ノウハウの蓄積、情報の共有による気づきや業務改善へとつなげていく。「IoTや AI技術の活用による現場づくりを行い、新
たな『点』を作る事を考えました」と菊地氏は話す。

「4つの価値提供」を目指して技術基盤「SaTeras」の構築に着手

まず着手したのは、利益の源泉である情報を集めるためのデジタル技術基盤「SaTeras（サテラス）」の開発だ。これは現場
のあらゆるデータをシンプルに統合し、利活用できる環境を提供するソリューションシステムである。一貫性のあるデータ活用や
メンテナンスフリー設計、レトロフィット、遠隔管理、データ分析技術を用いた製造ノウハウのデジタル化を実現する中核となる。

これまで東洋製罐グループでは、データは取得していたが、バラバラに管理されていた。SaTerasを開発する際、さまざ
まなデータをリアルタイムに蓄えて一元管理した上で、次のような価値を提供できることを目指した。
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SaTerasの概略図

製造現場のあらゆるデータをシンプルに統合し、ユーザが利活用できる環境を提供

• データ活用の一貫、メンテフリー設計、レトロフィット、遠隔管理
• データ分析技術を用いた製造ノウハウのデジタル化

・基幹系

・環境

・生産設備

・Utility

-View
(可視化)

-Repo
(検索)

-SelTI
(発報)

FeatureEng
(予測)

可視化、見える化： 

検 索 ：
発 報 ：
予 知・ 予 測：

生産ラインの状況や工程間の搬送状況を可視化し、早期のアクションへとつなげる。工場内だけで
なく本社からも工場の状況をリアルタイムに把握できる。
品質などのデータを自動的にサマリーし、検索性を向上させる。
生産ラインの停止時などにリアルタイムでアラートを発し、時間を有効活用できる。
AIによる監視で人手不足を補うとともに、時系列センサーデータから不良発生を予知するなどの
フューチャーエンジニアリングを実現する。

SaTerasの開発では、その時々に必要な機能・サービスを組み合わせることが可能で、かつリソースの増強も柔軟に行える
「進化」と「拡張性」を主眼に据えた。
「システムは成長していくものです。製造情報のみならず社内のあらゆる情報管理系システムとの連携が中心ですが、今後は
他社システムとも連携することになるでしょう。工場のセンシングを強化して生産環境を改善すれば、生産効率改善、さらに
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は環境対応にも寄与するはずです。生産した容器を『資源』にする
ためには、サプライチェーン全体を捉える情報も必要となるでしょう。
ボトムアップにより作られた SaTerasはDXに必要なデータ活用の
中心に位置するシステムです」（菊地氏）

SaTerasの中核をなすソフトウェアは自社開発したものだが、そ
れだけでは完成と言えない。
各工場での安定稼働へは、独自通信プロトコル対応のほか、24

時間 365日稼働する生産ラインにおいて、遠隔管理・操作、自律
稼働設備、ITセキュリティ、データ連携といった要件も必須だった。
さらに、グループ展開を視野に入れ、あらゆる容器製造事業の中
で製缶工程速度が速く1分間に 2000缶という超高速の生産能力に
対応し、データロスがないことも要件とした。パブリッククラウドでは、
コストやネットワークに大きな課題が出てくると判断。プライベートク
ラウドとして現場に置くアーキテクチャを構想し、ハードウェア基盤も
自社独自のものを用意することにした。また、その稼働監視の体制に
も考慮する必要があった。

SaTerasを展開するためには、容易に設置できて運用では現場に負担をかけない「パッケージ化」が必要だ。そこでオー
プンイノベーションの見地からパートナーを探すうち、ホスティングのノウハウを持ち、遠隔監視サービスとタイムクリティカル
な対応を依頼できるコアネットインタナショナル（以下、CNI）に、菊地氏は「SaTerasパッケージ化」の相談を持ちかけた。

コアネットインタナショナルとの協業で独自のハードウェア基盤を構築

CNIで営業を統括する椋尾 (むくお ) 伊智朗 氏は、自社の事業を次のように説明する。
「弊社の事業ドメインはデータセンタービジネスです。当社グループのクラウドビジネ
スにおける中核拠点『コアクラウドセンター』を保有しており、そこではハウジングやホ
スティングのサービス、セミオーダー型プライベートクラウド『Stora クラウド』を提供
しています。
お客さまが設置するオンプレミスのサーバーを、コアクラウドセンターから遠隔監視
するサービスもそろえています。これらは総合病院の電子カルテシステムや公共交通
機関の運行情報配信システムなどミッションクリティカルな用途で利用され、24時間
365日の運用を支えてきました。こうした経験やノウハウは、このプロジェクトでも役
立てられると考えました」

止められないシステムの具現化にデル・テクノロジーズのHCIとサポートが貢献

CNIは、耐障害性、将来の拡張性、運用管理の容易性といった観点から、ハイパーコンバージドインフラストラクチャ（HCI）
上に、Windows ServerのHyper-Vで構築し、フェールオーバークラスタリング機能で高可用性を実現する構成を提案した。
「1分間に 2000缶ものデータを処理できることは、非常に厳しい要件です。前工程や印刷なども含めて複数の機械が並列
で動いており、すべてのデータを欠落することなく集めなければなりません。データ量などの要件を考慮しつつ、技術面やコ

SaTeras ダッシュボード
（工場内の大型ディスプレイで見える化を実現）

コアネットインタナショナル
椋尾（むくお）伊智朗 氏

https://www.corenet.ne.jp/cloudcenter-under01.htm
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スト面、堅牢さなどの観点から複数のメーカーと議論を重ねた結果、デル・テクノロジーズのHCI：AXシリーズの採用に至
りました。サポートが手厚く、メーカー担当者と共に基盤設計を進める事が出来た事も大きな理由です」（椋尾氏）

ケーブル接続とボタン1つでシステム稼働！　製造現場に負担をかけない構成を実現

SaTerasのパッケージ化では、設置および運用に「手間がかからないこと」を重視
して、ハードウェアや運用の設計を進めた。手間がかからない仕組みについて、CNIの
技術担当である渡辺 雄大 氏が説明する。
「HCIは、複数台のサーバーに無停電電源装置（UPS）やネットワーク機器などが
加わり、5～ 6台のハードウェア構成となります。これらを正しい手順で起動するには、
専門知識の習得が必要ですし、稼働確認までに数時間を要することもあります。そこ
で弊社のノウハウを生かし、UPSの電源ボタン 1つだけで複雑な手順をすべて自動化
できる仕組みを実装しました。工場への納入作業にも手間がかからないよう、各種機
器をサーバーラックにすべて格納して、弊社センターでセットアップしてあります。工場
ではラックに電源をつなぎ、イーサネットケーブルを差し、UPSの電源を入れるだけで SaTerasが起動します」
手間がかからない運用方法は、CNIの遠隔監視サービスとの組み合わせで実現している。
「東洋製罐グループのネットワークに接続するパブリッククラウドに統合監視基盤を構築し、ハイブリッドクラウドのようなネッ
トワーク構成で、全工場に設置されたSaTerasを遠隔で運用監視しています。もし異常が検知された場合には弊社エンジニ
アが一次対応を行い、問題を切り分けた後に関係者へ通知し、迅速に復旧できる体制を構築しました。SaTerasの監視者
を工場や本社に置く必要がありません」
菊地氏は「今回はCNIと連携を取りながら、短期間で設計しました。デル・テクノロジーズも合わせた 3社の協業によって、

自律的な設備を実現できたのです」と振り返る。

 IoTの光で製造現場の隅々を照らしたい

東洋製罐グループホールディングス IoT・ロボット推進室 IoT データドリブンチームリー
ダーの中山 和彦 氏は、製造現場の目線からSaTerasパッケージ戦略をこう総評する。
「停電を伴う保全・点検日以外は常に稼働し続ける工場にとって、SaTerasは重要
な位置づけとなります。パッケージ化つまり生産に関する情報を一元化・遠隔化するこ
とによって、トラブルシューティングや生産ラインの変更・追加に寛容となり、生産に
影響を与えることなく進化できます」
先行導入した製缶ラインでは、約 2年分のデータが蓄積されており、4割以上の省

力効果をもたらすことができた。その結果を受けて他の工場への展開が始まっており、
さらに製缶以外のラインでもSaTerasを活用する方針だという。

SaTerasは、Satellite Terminalsと照らす（Terasu）を合わせた造語で、製造

コアネットインタナショナル
渡辺 雄大氏

東洋製罐グループホールディングス
IoT・ロボット推進室
データドリブンチームリーダー
中山 和彦 氏

SaTeras ＝ Satellite Terminals ＋照らす（Terasu）

※商標登録申請中の開発
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すべての製品名、サービス名、会社名、ロゴは、各社の商標、または登録商標です。製品の仕様・性能は予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

東洋製罐グループホールディングス株式会社
〒141-8627　東京都品川区東五反田二丁目18番1号　大崎フォレストビルディング
Tel. (03) 4514-2000　Fax. (03) 3280-8111
https://www.tskg-hd.com/

現場の業務内容や環境を肌身で感じた中山氏が考えたものだ。
これまで製造ラインを陰ながら支えていた方たちは現場の創意工夫で生産技術を守ってこられましたが、一方でデジタル技
術の恩恵を受けられていませんでした。現場では経験と労力を必要とする業務が日々行われていますが、ベテランの方が引退
しても従来通り生産できる環境を維持せねばなりません。我々は現場の課題感に寄り添うべく、IoTを活用したデジタル技術
で製造現場の隅々を照らしていきたいと考え、本システムをSaTerasと名付けました」（中山氏）
中山氏の発言を受けて、菊地氏は次のように続ける。
「100年以上続く容器製造に関するノウハウと、匠たちの思いをデジタルに込めて引き継ぎ、『人＋ IoT＋設備』、『AI＋設備』
によって誰でも対応できるシェアードオペレーションをシステム化し、実現しなければなりません。これによって従業員の負担
を減らしたり、生産性向上や環境負荷低減のための工夫に力を注いだりできると考えています」（菊地氏）

Storaクラウド・運用監視サービスに関しては
コアネットインタナショナル株式会社
〒215-0034　神奈川県川崎市麻生区南黒川11-1
Tel： (044)988-7711　Fax： (044)988-7711　営業問合せ：cni-sales@core.co.jp
https://www.corenet.ne.jp/
※ 東洋製罐グループホールディングス製品のSaTeras に関しても受付いたします。

デル・テクノロジーズ株式会社 AXシリーズ紹介ページ
https://www.dell.com/ja-jp/dt/hyperconverged-infrastructure/microsoft-azure-stack/microsoft-azure-stack-hci.htm#tab0=0

デル・テクノロジーズ　AXシリーズについては
https://www.idaten.ne.jp/portal/page/out/css/hci/dellemc_azure_stack_hci.html

（写真左から）
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